


  

宮川工機㈱（本社・愛知県豊橋市
花田町字中ノ坪53番地、宮川嘉隆社
長）は11月９日、10日の両日、愛知
県豊橋市の本社で宮川テクノフェア
2012を開催し、プレカット生産技術
の最新ラインアップを紹介した。
約30年にわたって木造住宅プレ
カットを通じて住宅産業、木材流通
業界とともに歩んできた宮川工機は
テクノフェアにあたって次のように
プレカット産業の現状と今後を分析
し、 近「。たし介紹をみ組り取の社同
年は木造軸組工法住宅のほとんどが
プレカットされた構造部材で建てら
れるようになってきている。今後新
たにプレカット事業に参入する企業
も少なく、同時に既存のプレカット
工場の抱える問題点も多様化してき
ている。今後も個々の問題点に対応
した設備提案を行い、プレカット事
業の発展に貢献していく」
在来木造軸組工法への取り組み
多種加工機の導入を通じた手加工
作業の削減と製造設備の生産性向
上、金物工法のシェア拡大に伴う在
来・金物混構造に対応した設備の提
案は２年前のテクノフェアで紹介し
た取り組みだが、今年度販売した構
造材設備へのＭＰＳ－54 （多種加
工機）設備率は60％、在来工法用構

造材加工機の金物対応率は80％に
なっている。最近は既存の生産設備
に一部設備を追加して生産性向上や
対応可能部品種類の向上を図るプレ
カット工場が増えてきている。今回
展示したＭＰＳ－34ＫＢはこうし
た要望への対応として開発した。
２×４工法への取り組み
２年前に発売したＭＰＣ-25は在
来工法プレカット工場の羽柄材加工
機として導入されるた げでなく、２
×４工法部材工場で２×４～ 10の
部材加工に導入される場合も多くな
り、２年間に27台のベストセラーと
なっている。他社製２×４ＣＡＤで
の稼動についてもほぼすべてのメー
カーでの実績ずある。今後は特殊部
材のサポートや加工形状の多様化等
の市場要求に対応した開発を重点的
に実施していく。
サイディングへの取り組み
サイディング販売事業を行って
いる事業者に１台納品し、フル生産
状態で稼動している。非木材加工シ
ステムとして多くの問題を解決しつ
つ、完成度の高い加工機として広く
使用してもらえるよう取り組んでい
る。
ＣＡＤへの取り組み
ＭＰＣＡＤ8は納入実績500台と

着実に普及している。ＣＡＤオペレ
ーター、プレカット管理者から多く
の意見を得、より高機能で高性能に
着実に進化している。今後も広くプ
レカット工場から高生産なＣＡＤの
要望を得、生産性向上に注力してい
く。
生産支援システムへの取り組み
プレカット生産設備は生産業務の
効率化や合理化には多くの成果を上
げたが、生産を管理する業務につい
てはいまだ経験に基づいた高度な判
断を必要としており、生産管理業務
の効率化や合理化についてはこれか
らといった面がある。生産設備から
吸い上げられる情報、ＣＡＤ情報を
生産管理業務に有効に活用すべく生
産支援システム（ブレイン8）を開発
した。これにより受注物件がいつ生
産できるか、生産するための原材料
は揃っているか、出荷予定が繰り上
がった場合に生産可能かなど、生産
管理業務に必要な判断材料を供給す
るだけでなく、定量的な判断をして
くれるシステムになっている。次世
代のプレカット生産管理システムと
して普及が期待される。
エコの提案
宮川工機は二酸化炭素削減に向け
たチャレンジ25キャンペーンに参
加。２年前のテクノフェアで取り組
みを紹介したが、今回も工場照明の
高効率化、集塵口の自動閉止とファ
ンモーターのインバーター制御によ
る効率運用、油圧動力のインバータ
ー制御運転による省エネ化、動作監
視機能による無駄の削減、刃物交換
時期を知らせる機能、動力監視によ
る意識改善（見える化）、太陽光発電
の導入など無駄の削減や省資源対応
設備の導入などを提案した。

宮川テクノフェア

最新技術を一挙に展示
２年ぶりに開催した
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（一社）日本木工機械工業会（宮川
嘉朗理事長）は11月22日午前10時30
分から愛知県名古屋市中区錦の東京
第一ホテル錦で新生・日木機として
初の平成24年度優良社員表彰式を
挙行し、会員企業15社の26名を優良
社員として表彰した。
伊藤正祥顧問が司会進行した表彰
式では宮川理事長が挨拶して優良社
員26名に対し「多年にわたり日々精
励ご努力されたことが各企業発展の
大きな原動力となっておりますこと
は申し上げるまでもございません。
皆様方は、人格・識見・技能において
共に優れ、いずれも他の模範となる
にふさわしく、その功労に心から敬
意を表するものであります」と功労
を称え、「今後とも、健康に十分に留
意され、健全な家庭生活を営まれま
すことを念願いたします。また、職場
にありましてはプロ意識に徹し、良
きリーダーとして、一層ご尽力され
ますことを念願いたします」と今後
を期待した。この日表彰を受けたの

）略称敬（。名62の次は
▽アミテック㈱（製造本部部品加
工部主任）和田好史▽飯田工業㈱（業

務部業務課主任）波多野克俊▽井上
電設㈱（営業部部長）名倉芳隆▽㈱大
井製作所（製造部ウイ業技術１課係
長）柴本康由▽兼房㈱（製造統括部工
機課電気係長）塚本光雄
▽兼房㈱（製造統括部品質保証課

品質保証係長）丹羽勝紀▽兼房㈱（製
造統括部資材課商品仕入係長）恩田
美博▽兼房㈱（総務部人事課人事係
長）斎藤鋼樹▽キクカワエンタープ
ライズ㈱（営業部長）湯田康宏▽▽キ
クカワエンタープライズ㈱（総務課
長）楠木真由美▽木村刃物製造㈱（商
品業務課係長）冨岡健志▽庄田鐵工
㈱（営業部課長）神谷元昭▽㈱太平製
作所（開発技術）谷田重富▽㈱太平製
作所（開発技術）奥田朝雄▽㈱太平製
作所（開発技術）西岡英智▽橋本電機
工業㈱（営業部Ｓ1グループ副主事）
佐伯秀樹▽橋本電機工業㈱（営業部
Ｄ1グループリーダー）神谷智仁▽㈱
平安コーポレーション（製造部機械
課主任）鈴木嘉夫▽㈱平安コーポレ
ーション（製造部組立課主任）加藤真
太郎㈱松岡カッター製作所（生産本
部業務部部長）池田雅明▽㈱丸仲鐵
工所（製造部資材課）山崎恵美▽宮川

工機㈱（営業技術部二課係長）岡本正
人▽宮川工機㈱（営業部一課課長代
理）鈴木健示▽㈱名南製作所（開発
部）大塚敏行▽㈱名南製作所（製造
部）横田正信▽㈱名南製作所（製造
部）中山哲次
宮川理事長は挨拶の中で国産材の
自給率50％を目指す政府施策の着
実な成果、高性能林業機械の普及や
木材乾燥の効率化、ＬＶＬやＣＬＴ
などエコマテリアルの木材を最大限
に利活用する技術開発などととも
に、今年５月の発足以来の日本木工
機械工業会の動きについてふれ、日
本木工機械展／ウッドエコテック
２０１３（名古屋国際木工機械展／ウ
ッドエコテックを改称）の開催決定
（2013年11月６～９日、ポートメッ
セなごや、テーマは「木の国日本、国

木工機械だけでなく刃物、乾燥機、ボ
イラー、集塵機、搬送装置など周辺機
器メーカーへの幅広い加入促進によ
る組織の拡大（統合時35社だった会
員数は北は北海道から西は広島まで
19社増の54社に拡大予定）について
報告し、木機展・日本を木材加工産業
のニーズ、近未来のトレンドを示す
必見の展示会とし業界関係者が名古
屋に集結する一大イベントとして業
界発展に寄与していく意向を語っ
た。

15社・26名の功労称える

日本木工機械工業会

優良社員表彰式
統合後初の
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